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越
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
ガ
ス
事
業
会
計
は
、
原
料
価
格

が
高
値
で
推
移
し
た
こ
と
や
需
要

家
の
減
少
に
よ
り
、
依
然
と
し
て

経
営
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
年
間
ガ
ス
販
売
量
は
、
前
年
度

対
比
四
千
立
方
メ
ー
ト
ル
減
の
十

八
万
二
千
立
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、

ガ
ス
売
上
は
九
十
六
万
八
千
円
の

減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
収
支
で
は
、
経
費
の
節
減

に
努
め
ま
し
た
が
、
熱
量
変
更
費

用
の
償
却
に
よ
り
、
多
額
の
費
用

計
上
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
七
千
三

百
七
十
六
万
四
千
円
の
当
年
度
純

損
失
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
当
年
度
純
損
失
を
前
年
度

繰
越
欠
損
金
二
億
六
千
五
百
九
十

九
万
七
千
円
に
加
え
、
そ
の
他
の

未
処
分
利
益
剰
余
金
変
動
額
八
百

八
十
六
万
二
千
円
を
差
し
引
き
し

ま
す
と
、
当
年
度
未
処
理
欠
損
金

は
三
億
三
千
八
十
九
万
九
千
円
と

な
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
は
、
年
間
給
水

量
が
前
年
度
対
比
三
万
七
千
立
方

メ
ー
ト
ル
減
の
六
十
三
万
六
千
立

方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
給
水
収
益

は
六
百
七
十
六
万
三
千
円
の
減
収

と
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
収
支
で
は
、
経
費
の
節
減

等
に
よ
り
千
二
百
七
十
七
万
四
千

円
の
当
年
度
純
利
益
と
な
り
、
前

年
度
繰
越
欠
損
金
二
千
七
百
五
十

六
万
七
千
円
か
ら
そ
の
他
の
未
処

分
利
益
剰
余
金
変
動
額
六
百
八
十

万
五
千
円
と
当
年
度
純
利
益
を
差

し
引
き
ま
す
と
、
当
年
度
未
処
理

欠
損
金
は
七
百
九
十
八
万
八
千
円

と
な
り
ま
す
。

　
病
院
事
業
会
計
は
、
前
年
度
に

比
較
し
、
入
院
患
者
数
は
〇
・
二

％
の
増
加
と
な
り
、
入
院
収
益
で

は
二
百
四
万
八
千
円
の
増
収
と
な

り
ま
し
た
。

　
外
来
患
者
数
は
九
・
二
％
の
減

少
と
な
り
、
外
来
収
益
で
は
八
百

四
十
一
万
四
千
円
の
減
収
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
収
支
は
、
一
般
会
計
か
ら
三
億

五
千
八
百
万
円
の
補
助
金
を
得
た

結
果
、
期
末
決
算
で
は
九
百
八
十

七
万
八
千
円
の
当
年
度
純
利
益
と

な
り
、
こ
の
当
年
度
純
利
益
を
前

年
度
繰
越
欠
損
金
三
億
二
千
五
百

十
万
九
千
円
か
ら
差
し
引
き
ま
す

と
、
未
処
理
欠
損
金
は
三
億
千
五

百
二
十
三
万
一
千
円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
決
算

上
程
の
際
に
関
係
資
料
を
提
出
い

た
し
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
に
閉
校
と
な
っ
た

旧
双
葉
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
二
十
五
年
七
月
十
六
日
に
一

般
社
団
法
人「
長
万
部
双
葉
の
森
」

と
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
、
同
年

九
月
一
日
か
ら
マ
ス
ク
製
造
工
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
、
同
法
人
か
ら
事

業
の
不
振
に
よ
り
、
今
月
末
を

も
っ
て
工
場
を
閉
鎖
し
た
い
旨
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
閉
鎖
後
の
校
舎
に
つ
き
ま
し
て

は
、
文
部
科
学
省
か
ら
の
指
導
も

あ
り
、
今
後
の
施
設
の
利
活
用
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
、
不
動
産
鑑

定
評
価
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
、

本
定
例
会
に
補
正
予
算
を
提
案
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
寄
付
を
通
じ
た
参
加
型
地
方
自

治
の
実
現
を
目
的
に
設
置
し
た

「
長
万
部
町
ま
ち
づ
く
り
基
金
条

例
」
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
平
成
二
十
六
年
度
の
寄
付
状
況

は
、
指
定
寄
付
で
は
「
森
林
資
源

の
維
持
、
保
全
及
び
整
備
に
関
す

る
事
業
」
が
二
七
二
件
、「
環
境
の

保
全
及
び
景
観
の
維
持
、
再
生
に

関
す
る
事
業
」
が
二
〇
七
件
、「
健

康
で
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
事
業
」
が
一
二
六
件
、「
住
民
自

治
の
醸
成
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
推
進
に
関
す
る
事
業
」
が
三
八

件
、「
地
域
教
育
力
の
向
上
及
び

生
涯
学
習
の
振
興
に
関
す
る
事

業
」
が
一
五
五
件
、
事
業
指
定
な

し
が
五
八
三
件
の
合
計
一
三
八
一

件
、
千
二
百
七
十
二
万
八
千
円
と

単
年
度
と
し
て
過
去
最
高
額
と
な

り
、
条
例
施
行
後
の
寄
付
金
総
額

は
一
四
六
七
件
、
二
千
三
万
千
三

百
八
十
八
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
寄
付
者
へ
毛
が
に
の
贈
呈

品
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
昨
年

九
月
に
公
表
し
た
こ
と
に
よ
り
、

寄
付
者
が
急
増
し
た
と
い
う
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
寄
付
者
が
贈
呈
品
を

選
択
で
き
る
よ
う
登
録
品
数
を
増

や
し
、
特
産
品
の
全
国
Ｐ
Ｒ
を
図

る
と
と
も
に
、
寄
付
者
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
寄
付
で
き
る

よ
う
に
、
本
年
九
月
か
ら
公
金
支

払
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
を
予
定
し

て
お
り
、
手
続
の
利
便
性
向
上
対

策
も
含
め
、
さ
ら
に
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
寄
付
の
拡
大
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
北
海
道
新
幹
線
新
青
森
・
新
函

館
北
斗
間
の
建
設
工
事
は
、
平
成

二
十
七
年
度
末
の
開
業
ま
で
九
か

月
を
切
っ
た
な
か
順
調
に
進
め
ら

れ
て
お
り
、
残
る
電
気
関
連
工
事

の
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
北
海
道
新
幹
線
新
函
館

北
斗
・
札
幌
間
の
建
設
工
事
は
、

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
準
備
が
着
々
と

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
町
の
工
事

区
間
で
は
、
立
岩
ト
ン
ネ
ル
の
長

万
部
町
側
や
国
縫
ト
ン
ネ
ル
、
豊

野
ト
ン
ネ
ル
、
幌
内
ト
ン
ネ
ル
な

ど
の
工
事
実
施
に
向
け
、
ト
ン
ネ

ル
掘
削
工
事
の
発
生
土
受
入
候
補

地
の
環
境
調
査
を
実
施
す
る
段
階

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
新
幹
線
関
連
の

各
種
詳
細
計
画
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
る
整
備
の
方
向
性
や
方
針
に
つ

い
て
、
昨
年
度
ま
で
実
施
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
活
か
し
、

町
民
の
要
望
等
を
取
り
入
れ
た

「
新
幹
線
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
実
行
計
画
」
の
策
定
を
委
託
業

務
に
よ
り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
の
新
幹
線
関
連
計
画
や
建

設
工
事
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

鉄
道
・
運
輸
機
構
を
は
じ
め
と
し

た
関
係
機
関
と
密
接
な
協
議
を
行

い
な
が
ら
、
継
続
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

の
制
定
と
国
に
よ
る
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
及

び
「
総
合
戦
略
」
の
策
定
を
受
け
、

地
方
で
の
人
口
減
少
対
策
や
地
域

活
性
化
を
図
る
取
組
を
具
現
化
し

て
い
く
た
め
、「
地
方
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
今
後
五
か
年
の
目
標

や
具
体
的
施
策
を
ま
と
め
た
「
地

方
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
四
月
に
町
長
ほ
か
管
理

職
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
長
万
部

町
創
生
総
合
戦
略
推
進
庁
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
五
月
に
は
一
般
町
民

と
各
産
業
界
や
金
融
機
関
、
理
科

大
な
ど
の
教
育
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、
労
働
組
合
機
関
な
ど
か
ら
な

ふふふふふふふふふふふふふふ
る
さ
と
納
税
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